


折々のことば
１～５

涯（はて）は
涯ない

大岡信



折々のことば
６～１０

口下手な行員のほうが成績がい
いんです

旧知の銀行員



折々のことば
１１～１５

時は金なり

ベンジャミン・フランクリン



折々のことば
１６～２０

夢でもし逢（あ）えたなら 素
敵（すてき）なことね

大瀧詠一



折々のことば
２１～２５

贅沢（ぜいたく）は素敵（すて
き）だ

第２次大戦時の標語パロディー



折々のことば
２６～３０

日本人は寡栄養に強く、過栄養
に弱い。

肝臓の専門医



折々のことば
３１～３５

わたし、この子とは性が合いま
せんねん。

友人の妻



折々のことば
３６～４０

見えてはいるが、誰も見ていな
いものを見えるようにするのが、
詩だ。

長田弘



折々のことば
４１～４５

子どもを不幸にするいちばん確
実な方法はなにか（略）それは
いつでもなんでも手に入れられ
るようにしてやることだ

ルソー



折々のことば
４６～５０

いっそ「記録」は過去ではなく、
未来に属していると考えたらど
うだろう。

畠山直哉



折々のことば
５１～５５

今年はようお照らしがありまし
て

門徒のおばあさん



折々のことば
５６～６０

どないかします

東大阪の工場主



折々のことば
６１～６５

この子らを世の光に

糸賀一雄



折々のことば
６６～７０

父上様、母上様 三日とろゝ美
味（おい）しうございました。
干し柿、もちも美味しうござい
ました。

円谷幸吉



折々のことば
７０～７５

くやしかあ

女子学生



折々のことば
７６～８０

聴くとは、動けなくなることだ。

濱口竜介



折々のことば
８１～８５

兵隊は地図を見たことがありま
せん

浜田知明



折々のことば
８６～９０

白だ黒だとけんかはおよし 白
という字も墨で書く

昔の都々逸



折々のことば
９１～９５

病気でやめるよりはよい

旧友



折々のことば
９６～１００

心からわかりあえないんだよ、
すぐには
心からわかりあえないんだよ、
初めからは

平田オリザ



折々のことば
１０１～１０５

都会の人たちは、呼吸が浅いまま
人と付き合っている感じがするんで
すよね。

西きょうじ



折々のことば
１０６～１１０

現場のプロには、これを知ったらし
んどくなるという直感がある。

ある看護師



折々のことば
１１１～１１５

この国では異見を持つ行為そのも
のが、空気を読めないってことに
なってしまうらしいんです。

福田和香子



折々のことば
１１６～１２０

「わかる、わかる」と言うたよきは失
敗や。

河合隼雄



折々のことば
１２１～１２５

待つ身が辛（つら）いかね、待たせ
る身が辛いかね

太宰治



折々のことば
１２６～１３０

きみ、ダイヤどころやない。みんな
人生のダイヤ狂ったんや。

阪急電鉄の駅員



折々のことば
１３１～１３５

哲学とは、みずからの始点が更新
されてゆく経験のことである。

モーリス・メルロ＝ポンティ



折々のことば
１３６～１４０

目的を手近（てぢ）かな低いところ
におくから、高遠の目的と、そのた
めに必要とされる多くのものとは、
一切きりすてられてしまふ

田中美知太郎



折々のことば
１４１～１４５

欲しいのは人だ。必死で探している。

藤浩志



折々のことば
１４６～１５０

緑児（みどりご）は言わば無意識の
記録掛りでありました。

柳田国男



折々のことば
１５１～１５５

妻が逝って、私は、空ばかり写して
いる。元気になんか、なりたくない
ね。

荒木経惟（のぶよし）



折々のことば
１５６～１６０

忘れ草垣もしみみに植ゑたれど醜
（しこ）の醜草（しこくさ）なほ恋ひに
けり

相聞歌



折々のことば
１６１～１６５

秋になると
果物はなにもかも忘れてしまって
うっとりと実のってゆくらしい。

八木重吉



折々のことば
１６６～１７０

何しろやることがみみっちいんだも
の。

阿川弘之



折々のことば
１７１～１７５

躓（つまず）きは人生の初期にした
方がいいですよね。

雨宮処凜（かりん）



折々のことば
１７６～１８０

私は忘れっぽくなって、かえって「い
い加減」さを自覚でき、あいまいさも
一つの正確さであることを知った。

戸井田道三



折々のことば
１８１～１８５

<だいたいお母さんてものはさ
しいん
としたとこがなくちゃいけないんだ>

茨木のり子



折々のことば
１８６～１９０

今日だけわたしは悪い人になって
ます。

岩手県大船渡の元看護師



折々のことば
１９１～１９５

おもしろおかしく

堀場雅夫



折々のことば
１９６～２００

お母さんの誕生日じゃないのに。で
も、今日は、お母さんの出産記念日
でもあるんやな

作家の子ども



折々のことば
２０１～２０５

一日三秋（いちじつさんしゅう）

詩経



折々のことば
２０６～２１０

憲法が「どういう国にしたいか」とい
う願いそのものであるならば

赤坂真理



折々のことば
２１１～２１５

碁敵（ごがたき）は憎さも憎しなつ
かしし

古川柳



折々のことば
２１６～２２０

禍福は糾（あざな）える縄の如（ご
と）し

ことわざ



折々のことば
２２１～２２５

一夜一夜に人見ごろ

語呂合わせ



折々のことば
２２６～２３０

ブキッチョってのは、その代わりに
憶（おぼ）えたらすごいんですよ

下町の匠（たくみ）



折々のことば
２３１～２３５

彼らが親の私に対して礼儀正しく
あってほしいように、親の私も彼ら
に対して礼儀を失いませんように

ある私立学校のパンフレット



折々のことば
２３６～２４０

野の草は 愛される人たちには

愛されぬ人々にとってほど青くない
のだ

フェルナンド・ペソア



折々のことば
２４１～２４５

野の草は 愛される人たちには

愛されぬ人々にとってほど青くない
のだ

フェルナンド・ペソア



折々のことば
２４６～２５０

あしひきの山鳥の尾のしだり尾の
ながながし夜をひとりかも寝む

柿本人麻呂



折々のことば
２５１～２５５

私語厳禁

喫茶店の貼り紙



折々のことば
２５６～２６０

思い星人

山下洋輔



折々のことば
２６１～２６５

それは、きょうの朝刊が真実を報道
していることを確かめようとして、そ
れを何部も買い込んでいるようなも
のである。

ヴィトゲンシュタイン



折々のことば
２６６～２７０

猿を決め込む

戯（ざ）れことば



折々のことば
２７１～２７５

それはまだ人々が「愚（おろか）」と
云う貴い徳を持って居て、世の中が
今のように激しく軋（きし）み合わな
い時分であった。

谷崎潤一郎



折々のことば
２７６～２８０

どうにもならないことはたくさんある
と身に染みた今でもこんな夜があり
ます。

知的障害の子をもつ母



折々のことば
２８１～２８５

なんだか申し訳ないピカピカだね。

ある写真家



折々のことば
２８６～２９０

プライバシーとは、

他人に挨拶（あいさつ）をすることで
守られる自己ではないだろうか。

松山巖



折々のことば
２９１～２９５

何でもないことを 悲しく言うのは
何でもないけど 悲しいことを
何でもないように 言うのは苦しい

小野省子



折々のことば
２９６～３００

いやなんだ、
余韻で歌っているというのが

藤圭子



折々のことば
３０１～３０５
時の流れがね、
落っことしていったものを
一番後ろから拾いながら
トボトボと行くっていうのが、
私には合ってるかなって思うんです

中島みゆき



折々のことば
３０６～３１０

どっちかっていうと、私、「好き」より
「嫌い」のほうが好きなの。

石内都



折々のことば
３１１～３１５

取材は「おもしろいってわかってる」
から行くんじゃない。
「おもしろそう」だから行く

都築響一



折々のことば
３１６～３２０

《人類愛》は逆説を含んでいる。

というのは、人間一般を、人間であ
るというだけの理由から愛するのは
《矛盾を含んでいる》からだ。

ウラジミール・ジャンケレヴィッチ



折々のことば
３２１～３２５

寛容は自らを守るために不寛容に
対して不寛容たるべきでない

渡辺一夫



折々のことば
３２６～３３０

彼らは命令しないのです。

半藤一利



折々のことば
３３１～３３５

朝食は一人で食べなさい。
昼食は友人と分けなさい。
夕食は敵に与えてしまいなさい。

北方のことわざ



折々のことば
３３６～３４０

初めはしんみり、
中はおかしく、
終（しま）いは尊く

言い習わし



折々のことば
３４１～３４５

先王、人に忍びざるの心ありて、
斯（すなわ）ち人に忍びざるの
政（まつりごと）あり

孟子



折々のことば
３４６～３５０

オレノ、スキナヒト

Ａ・Ｋさん



折々のことば
３５１～３５５

「恒例 まける日」

ある商店の貼り紙



折々のことば
３５６～３６０

コンテクストの近い人でなく、

コンテクストを広げられる人でもなく、
独特のコンテクストを持っている
人から採ってゆく。

平田オリザ



折々のことば
３６１～３６５

一生懸命やるかどうか
わかりませんが、
よろしくお願いします。

知的障害のある青年



折々のことば
３６６～３７０
痴呆（ちほう）を病む人たちは、
一つ一つのエピソードは
記憶に残っていないらしいのに、
そのエピソードにまつわる感情は
蓄積されていく

小澤勲



折々のことば
３７１～３７５

ほんとうのことかもしれないような
話は、うそかもしれないから、
おもしろくないのよ

須賀敦子の義母



折々のことば
３７６～３８０

技術の革新によって生産が上がっ
たようにわたしたちは思っているが、
それはじつは
偉大なる錯覚なのである。

佐藤洋一郎



折々のことば
３８１～３８５
冷や酒と親の意見は後からきくと
言うけれど、
後のことなどかまっちゃいられぬ
日もあった。
ちょうどお燗（かん）がつきました。

渋沢秀雄



折々のことば
３８６～３９０

仕事はお芝居でしょ

酒場にて



折々のことば
３９１～３９５

長いこと変わらんものは、
よくできている。

尾池和夫



折々のことば
３９６～４００

平和のときには子が父の葬（とむ
ら）いをする。
しかし戦いとなれば、
父が子を葬らねばならぬのじゃ。

ヘロドトス



折々のことば
４０１～４０５

輜重（しちょう）輸卒が兵隊ならば、
蝶々（ちょうちょう）とんぼも鳥のうち

戦時下の戯〈ざ〉れ歌



折々のことば
４０６～４１０

俺は聞いていない

だめな上司は、つい



折々のことば
４１１～４１５

目的から外れようとする力が
実は目的にもっとも
よくかなうものである

外山滋比古



折々のことば
４１６～４２０

日本は一位とか二位とかを争う
野暮な国じゃなくていい。
「別品」の国でありたいと
思うのです。

天野祐吉



折々のことば
４２１～４２５

希望を持つようになったら
おしまいだよ

あるバーテンダー



折々のことば
４２６～４３０

一寸さきはヤミがいい

山本夏彦



折々のことば
４３１～４３５

月に叢雲（むらくも）、花に風

言い習わし



折々のことば
４３６～４４０

「ある」幸せがあるなら
「ない」幸せが
あったっていいじゃない。

稲垣えみ子



折々のことば
４４１～４４５

がんばらない

鎌田實



折々のことば
４４６～４５０

僕の求めているのは、悩んでいる
自分をみせびらかすことでなく、
それを笑いとばす、
ユーモアのようなものなのだ。

石田徹也



折々のことば
４５１～４５５

「できなくてもしょうがない」は、
終わってから思うことであって、
途中にそれを思ったら、
絶対に達成できません。

イチロー



折々のことば
４５６～４６０

これでもうさわってはいけない、
というときってあるんですよね

内藤礼



折々のことば
４６１～４６５

街のショーウィンドーの品物を
歴史博物館の陳列品と
同列に見るのである。

今和次郎



折々のことば
４６６～４７０

世界に対する期待が低いと、
幸福を感じるのも
わりとかんたんなのかも。

柴田元幸



折々のことば
４７１～４７５

涙もろくなった人が、
「年取ったからかなあ」
とよく言うけれど、
「経験値が上がったからかな」
って言うべきだ

中井貴一



折々のことば
４７６～４８０

今の社会で起きている課題の
多くは「よそごと感」が
作り出してる気がするんです。

飛田敦子



折々のことば
４８１～４８５

my best wishes to Japan

ディック・ブルーナ



折々のことば
４８６～４９０

能は舞い尽くさず、
あの世で舞う１曲を残す

金剛 永謹



折々のことば
４９１～４９５

無駄なところを落語から省いたら
全部なくなっちゃう

広瀬 和生



折々のことば
４９６～５００

礼は、頭を下げるときでなく
顔を上げるときこそ丁寧に。

老舗の女将（おかみ）



折々のことば
５０１～５０５

人間はだれでもひとつふたつ
欠けているんですな。
その部分が魅力的になるか、
ならないかの問題なんですな

司修



折々のことば
５０６～５１０

私たちが自分の人生と
思っているものは、
だれかによって見られている
夢ではないのだろうか。

木村敏



折々のことば
５１１～５１５

母は／舟の一族だろうか。
こころもち傾いているのは
どんな荷物を
積みすぎているせいか。

吉野弘



折々のことば
５１６～５２０
知った人間に話せば
相手の耳が腐る。
知らぬ人間に話せば
こっちの口が腐る。
だが、話さずにいれば
胸が腐っちまう。

浅田次郎



折々のことば
５２１～５２５

生活をすることとは……
今日の自分と明日の自分との
終わりのない交渉なのだな

津村記久子



折々のことば
５２６～５３０

たかが服、されど服

戯（ざ）れ言葉



折々のことば
５３１～５３５

ほんとうの寛容さはつねに
戦闘状態にあるはずで、
寛容にする側もされる側も、
どちらもぞんぶんに傷つく。

堀江敏幸



折々のことば
５３６～５４０
先生もおらん。
無学で絵の価値もなか。
ばってん、

ムガクは六学とも書きましょうが、
五つばかり学問が多い、ち。
エッヘッヘ。

山本作兵衛



折々のことば
５４１～５４５

ずれているからうまくいく

細馬宏通



折々のことば
５４６～５５０

重い人が悟ったときには、
ものすごく軽くなる。

高橋睦郎



折々のことば
５５１～５５５

生きなければわからないことが
ありました。八十歳を越えてから、
やっといまわかったということが、
たくさんありました。

宮崎かづゑ



折々のことば
５５６～５６０

俺から言わせれば、
日々の生活のなかで
何を買うのかということも
十分に政治的だ。

後藤正文



折々のことば
５６１～５６５

人生山あり、海ありですよねえー

都はるみ／長嶋茂雄



折々のことば
５６６～５７０

とても静かな、
食うか、食われるか。

南木佳士



折々のことば
５７１～５７５

女性にゲタをはかせているとの
批判があるが、
もともとゲタをはいていた男性に
脱いでもらっただけ

伊藤秀二



折々のことば
５７６～５８０

家事と自分の仕事は、
やり直しが利く。
育児はやり直しが利かない。

穐吉（あきよし）敏子



折々のことば
５８１～５８５

世界のことがわかってきたような
気になるのは、
わからないものを
切り捨てていくからである。

養老孟司



折々のことば
５８６～５９０

おわりよければすべてよし

言い習わし



折々のことば
５９１～５９５

無言は
強い質問である

御厨貴（みくりやたかし）



折々のことば
５９６～６００

よくおぼえておきなさい。
恩というものは他人に
着せるものではない。
自分が着るものだということを、
な……

池波正太郎



折々のことば
６０１～６０５

でもなぜ、人間は自分と違うものを
許せないんだろう

川上弘美



折々のことば
６０６～６１０

人生を長編小説のように
感じたのは、
いつの年代までだったろうか。

落合恵子



折々のことば
６１１～６１５

先に形を整えることに
ならないように、ということで
鏡は使わないことに
なってるんでしょう。

五世・井上八千代



折々のことば
６１６～６２０

仮名の実 詩の石
またたく芥（あくた）
たましいの 染みの中

福田尚代



折々のことば
６２１～６２５

個性的な作品を作りたいと
思う作者は個性の弱い人です。

山田洋次



折々のことば
６２６～６３０

力は釣り合いが崩れると、
弱い所へ弱い所へと
集中しますからな。

西岡常一



折々のことば
６３１～６３５

背に腹は代えられぬ

言い習わし



折々のことば
６３６～６４０

では、怒らずにどうしていたか。
むかついていました。

清水真砂子



折々のことば
６４１～６４５

ただ存在すること。
そのこと自体がもうすでに声なんだ、
ということを信じたいんです

斎藤陽道



折々のことば
６４６～６５０

全部を満たす訳じゃないけれど、
この部分だけはこの人が確実に
満たしてくれるという人が
無数にいてこその人生です。

吉本ばなな





折々のことば
６５１～６５５

ほかの人間を
所有したがるひとがいるでしょ。
所有なんかできるわけないのよ。
ものですら人間は本質的に
所有できないんだから。

ピーコ



折々のことば
６５６～６６０

悩みってほんとは
すごくシンプルなことを
あーだこーだ言い訳することから
始まるのね

安田弘之



折々のことば
６６１～６６５

全員が同じスキを持っているという
安心感が、彼らを無防備にさせる。

ナンシー関



折々のことば
６６６～６７０

目の前の楽しさで気を紛らわせる

よりも、こういうときにしか聞こえて
こないメロディーとか
辿（たど）り着かないこととかが
あるんだから

蜷川幸雄



折々のことば
６７１～６７５

人は、
見晴らしがよくなった瞬間をこそ、
もっとも恐れるべき
なのかもしれない。

三浦雅士



折々のことば
６７６～６８０

人間がこれほどやっかいなのは、
しゃべるからだからね。
言葉があるからうるさいの。

中野孝次



折々のことば
６８１～６８５

こんなことやって狂ってるだろう？
でもこれをやらなきゃ
本当に狂っちゃうんだよ

「佐藤たね屋」店主



折々のことば
６８６～６９０

絶望するのと同じ能力、
その未来を想像するという能力が
あるから、人間は希望をもてる。

松沢哲郎



折々のことば
６９１～６９５

めんどうくさいという気持ちに、
どうしても負けてしまうのだ。
これはもう一種の犯罪……
他人ではなく自分自身に対する
犯罪だ。

穂村弘



折々のことば
６９６～７００

今の子供たちの最大の不幸は、
日常に自分たちの意思で
何かが出来る、余白の時間と
場所を持てないことだ。

安藤忠雄



折々のことば
７０１～７０５

人のことばは揺れる。

浜田寿美男



折々のことば
７０６～７１０

弁当が手紙の代わりを
つとめてくれた

渡辺俊美



折々のことば
７１１～７１５

そのとき、自然と孤独なふりを
できるのが灯台のいいところ。

吉田篤弘



折々のことば
７１６～７２０

平和な世の中は、
みんなものすごく口論してるんです。
……関わりたくない人や見たくない
ものが、みーんな表に出てきます。

阿藤智恵



折々のことば
７２１～７２５

やっぱり おれは
おおかみだもんな
おおかみとして いきるしかないよ

佐々木マキ



折々のことば
７２６～７３０

続けるという行為は、得てして
新しいことに取り組むよりも
エネルギーのいることなのかも
知れない。

山中隆太



折々のことば
７３１～７３５

It’s Only Rock’n’Roll (But I Like It)

ザ・ローリング・ストーンズ



折々のことば
７３６～７４０

よくぞ今まで生きてこられましたね。
今、生きている自分を
褒めてあげてください

柳田邦男



折々のことば
７４１～７４５

正しい大きさの感覚が、
認識を正しくするのだ。

長田弘



折々のことば
７４６～７５０

バラを
かけがえのないものにしたのは、
きみが、バラのために費やした
時間だったんだ

サン＝テグジュペリ



折々のことば
７５１～７５５

私が語るどんな言葉よりも、
私の隣りで１０分間座っている方が
いろいろ分かってもらえるんじゃ
ないか。

ロバート・フランク



折々のことば
７５６～７６０

「うらやむ」と「ねたむ」の違いを
知っていますか

現代文の先生



折々のことば
７６１～７６５

足音が畑の肥料になる。

ある父親



折々のことば
７６６～７７０

野に雑草という名の草がないように、
工場には雑用という名の仕事は
ない

小関智弘



折々のことば
７７１～７７５

大人が介入すると、
整理整頓されちゃうんで。
その場を取り繕って、
綺麗（きれい）に
おさめようとするから。

水橋文美江（脚本）



折々のことば
７７６～７８０

生きている時間のほうが長い
どんなに短い人生だったとしても
生きていた時間のほうが長い

益田ミリ



折々のことば
７８１～７８５

われわれのまわりには、
「キッパリ」なものより、
「あいまい」なものの方が多い

米沢富美子



折々のことば
７８６～７９０

ときに「変人」と
呼ばれるような人の力が、
社会には必要です。

奥山恵美子



折々のことば
７９１～７９５

上手な職人が使用した
道具というものは
美しく残るものです。

土田昇



折々のことば
７９６～８００

方言がおとしめられるのは、
わからないからではなく、
わかればことなのである。

田中克彦



折々のことば
８０１～８０５

なにをくよくよすることがある。
……突きとばされて転（ころ）いだら、
ついでにひとりで起きあがって
歩くとこを見せてやらにゃいかん。

壺井栄



折々のことば
８０６～８１０

出来れば理由は聞かないで欲しい。
大切なことには、理由がないのだ。

伊勢真一



折々のことば
８１１～８１５

悲しいことを泣き叫ぶ以外の方法を
もっている生き物に生まれたかった

最果（さいはて）タヒ



折々のことば
８１６～８２０

大衆が見たがるものを
提供しているのは、
大衆自身である。

尾原宏之



折々のことば
８２１～８２５

「もちろん、できっこない！……
ところが（彼は）
それをやってのけた」

ロアルド・ダール



折々のことば
８２６～８３０

世の中には
「誤解をしたくてたまらない」という
きわめて独特な決意を持って
生きている人々が意外にも多い

金哲（キム・チョル）



折々のことば
８３１～８３５

ものをつくる人には、
人が気づかないようなところを
掘り下げる役割がある

荒井良二



折々のことば
８３６～８４０

誰だって笑って気持ちよく働ければ、
それがいいと思っています。
でも、はじめからそこを目指すと
駄目なんだと思います。

武藤北斗



折々のことば
８４１～８４５

普段できないことは、
災害のような非常時には
なおのことできない。

遠藤恵子



折々のことば
８４６～８５０

見えるものをそのまま写し取るのは
とてもいいことだが、記憶のなかに
留まったものを描く方がもっとよい。

エドガー・ドガ



折々のことば
８５１～８５５

個々の楽器が
それぞれ十分に鳴っているのが
全体にとってベストとは限らない。

鈴木秀美



折々のことば
８５６～８６０

これはいい手だと思って指す手は、
あまりいい手じゃないことが
多いんですね。

羽生善治



折々のことば
８６１～８６５

ぼくにとって
デザインがおもしろいのは、

すぐに受けいれられるものではない、
ということがあります。

三宅一生



折々のことば
８６６～８７０

ものを考えるということは、
嘆きの歌をうたっている
ということではない。

桑原武夫



折々のことば
８７１～８７５

不思議なことに、この社会では、
ひとを尊重するということと、
ひとと距離を置くということが、
一緒になっています。

岸政彦



折々のことば
８７６～８８０

たとえば人についても、
あの人が好き、と言うよりも、
あいつは好きだなあ、
という感じがありますよね。

佐伯一麦（かずみ）



折々のことば
８８１～８８５

本当の孤独は、
誰かと一緒にいるときに
感じるんですよね。

白石一文



折々のことば
８８６～８９０

腑（ふ）に落ちない

言い習わし



折々のことば
８９１～８９５

避けることが遠ければ
尊ぶことがいよいよ重く、
接することが近ければ
軽んずることがますます甚だしい

穂積陳重（のぶしげ）



折々のことば
８９６～９００

音楽で人を殺せるか

寺山修司



折々のことば
９０１～９０５

学校制度は
チャンスを平等にしたのではなく、
チャンスの配分を独占してしまった

イヴァン・イリッチ



折々のことば
９０６～９１０

たとえ、ひとりでも
いい かんがえなら、
みんなで だいじにするのが、
みんしゅしゅぎの いい ところだろ。

かこさとし



折々のことば
９１１～９１５

私が思う「貧しい人」とは、
限りない欲を持ち、
いくらあっても
満足しない人のことだ。

ホセ・ムヒカ



折々のことば
９１６～９２０

内面と外面のむすびつきの
たががはずれているのが
人間なのである。

野村雅一



折々のことば
９２１～９２５
本当に叫びたいこと、
一人一人の腹の底の、
血の吹きだすような訴えに、
社会は応えてくれない。
だからひどくバラバラ。
責任がない。

岡本太郎



折々のことば
９２５～９３０

僕はね、何でもまず
百回を目標にしています。
ときをためる暮らしの目標ですね。

津端修一



折々のことば
９３１～９３５

鳥の魂は空で、空の身体は鳥だ。

岩田慶治



折々のことば
９３６～９４０

今日は気分がいいから、
教えてあげよう。
人生はな、冥土までの暇つぶしや。
だから、上等の暇つぶしをせにゃ
あかんのだ

今東光（こんとうこう）



折々のことば
９４１～９４５

われわれは確実に知ることも、
全然無知であることもできない

パスカル



折々のことば
９４６～９５０

You can check out any time you like,
but you can never leave

イーグルス



折々のことば
９５１～９５５

人間には、冷たい冷たい芯が
あるね。それに気付いたら、
あまり触れてはいけないよ、
責めてはいけないよ。
それは人自体の弱さなんだ。

名越康文



折々のことば
９５６～９６０

食べ物をいくら残しても
叱られない時代はきたが、
それは同時に胃袋でない形の
新しい飢えの始まりでもあった。

たかとう匡子



折々のことば
９６１～９６５

捨てるという仕方をつうじて
学ぶ事柄は、実はとても多い。

河本英夫



折々のことば
９６６～９７０

内と外との区別は、
自と他との区別が入りこんでくる
ところでのみ可能になる

ガブリエル・マルセル



折々のことば
９７１～９７５

いまは「ためになる」とか
「役に立つ」以外のものは
存在しちゃいけないような
風潮があるけれど、
私はそれがどうにも不快なんです

中野翠



折々のことば
９７６～９８０

年だからもう転べないのです
矢部さんはいいわね
まだまだ何度でも転べて

矢部太郎の大家さん



折々のことば
９８１～９８５

月に吠（ほ）える犬は、
自分の影に怪しみ恐れて
吠えるのである。

萩原朔太郎



折々のことば
９８６～９９０

人がマインドコントロールを
受けやすいのは、
情報が過剰に与えられている
状態か、極度に不足している状態

岡田尊司



折々のことば
９９１～９９５

死と隣合せに生活している人には、
生死の問題よりも、
一輪の花の微笑が身に沁みる。

太宰治



折々のことば
９９６～１０００

ええばっかりの人間はおらん。
悪いばっかりの人間もおらん

ある母親



折々のことば
１００１
～１００５

戦争を知っている世代が
政治の中枢にいるうちは心配ない。
平和について議論する必要もない。

田中角栄



折々のことば
１００５
～１０１０

猫はあげして、じっと我々のことを
見ちょーだろ。
あれは人間が幸福かどうかを、
観察しちょーとこだけん

水木しげる



折々のことば
１０１１
～１０１５

うれしいプレッシャーですよ。
これを味わえるの、
僕だけですからね。

武豊



折々のことば
１０１６
～１０２０

あなたが捨てたもので、
あなたが作られている。

高谷廉（たかやれん）



折々のことば
１０２１
～１０２５

病（やまい）、市（いち）に出せ

徳島県・旧海部（かいふ）町の
言い習わし



折々のことば
１０２６
～１０３０

論破禁止

高橋源一郎



折々のことば
１０３１
～１０３５

群れたり、慣れたり、頼ったりすると、
迎合しなくてはなりません。
力を抜いて心を空っぽにすることが
できなくなります。

堀文子



折々のことば
１０３６
～１０４０

山よりでっかい猪（しし）は出ん

ことわざ



折々のことば
１０４１
～１０４５

犠牲になった人と、
助かった人の間に明確な理由や
共通の法則などありはしない

山村武彦



折々のことば
１０４６
～１０５０

他人に語らない部分にこそ、
社会が注目すべきものが
逆に映し出されると考えています。

金菱清（かねびしきよし）



折々のことば
１０５１
～１０５５

無理はしたが、無駄ではなかった。

壇蜜



折々のことば
１０５６
～１０６０

世の中は桜の下の相撲かな

木戸孝允



折々のことば
１０６１
～１０６５

「無い」という状態を
知っているからこそ、
「有る」ことがありがたい。

磯田道史



折々のことば
１０６６
～１０７０

本人が大切にしていることを、とるに
足らないことと一方的に判断しないで、
この行為こそが文化創造の
軸であると考えています。

久保田翠



折々のことば
１０７１
～１０７５

若いウグイスは、
声の良い成鳥から
鳴き方を学ぶといいます。

内館牧子



折々のことば
１０７６
～１０８０

真の贅沢（ぜいたく）というものは、
ただ一つしかない、
それは人間関係の贅沢だ。

サン＝テグジュペリ



折々のことば
１０８１
～１０８５

戦争とか争いごとって、

すべて自分が正義であるという人
が起こすじゃないですか。

石田衣良



折々のことば
１０８６
～１０９０

電車が人身事故で止まった時、
車内で誰かが舌打ちしたりする
光景が、すごく怖いんです。

稲葉俊郎



折々のことば
１０９１
～１０９５

「性格悪くていいよ」
「どーしてお母さん」
「だっていい子は自分のもの
好きな人にみんなゆずるじゃない」

西原理恵子



折々のことば
１０９６
～１１００

アメーバなんて嬉（うれ）しいじゃな
いか。ひとつになったりふたつに分
かれたり…変幻自在。自由奔放に
生きている。素晴らしいじゃないか

岡本太郎



折々のことば
１１０１
～１１０５

言葉以前の世界の消息を
言葉によって伝えること、
つまり言葉で言葉を破ること。

長谷川櫂（かい）



折々のことば
１１０６
～１１１０

褒められた喜びというのは、
「ちゃんと見ていてもらった」
という喜びでもあった。

苅谷夏子



折々のことば
１１１１
～１１１５

人から命令されたらノーと言え。
もし頼まれたら
少々無理はしても聞いてやれ。

足立病院院長・畑山博の父



折々のことば
１１１６
～１１２０

なんでもないことは流行に従う、
重大なことは道徳に従う。
芸術のことは自分に従う

小津安二郎



折々のことば
１１２１
～１１２５

考えることは
雨乞いのようなものである。

野矢茂樹



折々のことば
１１２６
～１１３０

自己を破壊することが
できるとしても、
その破壊の仕方が、
つねに自己を表現してしまう

大岡信



折々のことば
１１３１
～１１３５

本とともに読みなさい。

ティム・インゴルド



折々のことば
１１３６
～１１４０

捨てるものが少なくてすむのは
気持ちがいいです。

東野華南子



折々のことば
１１４１
～１１４５

考えてみると、私１人で最初から
作れる物など、
身の回りに１つもないのだ。

更科功



折々のことば
１１４６
～１１５０

技術ってやつも坂道と同じに
上るだけではなしに、
下ることもできなくては

菊地信義



折々のことば
１１５１
～１１５５

魚たちにとってみれば、
どこであれ「ひとつの海」だ。

竹国友康



折々のことば
１１５６
～１１６０

変装してるんですよ、みんな。

阿久悠



折々のことば
１１６１
～１１６５

言葉からこぼれ落ちたもの／言葉
からあふれ出たもの／言葉をかたく
なに拒んだもの／言葉が触れるこ
とも出来なかったもの

谷川俊太郎



折々のことば
１１６６

～１１７０

タイトルは、戒名に似ている。

阿武野勝彦



折々のことば
１１７１

～１１７５

いづくへか帰る日近きここちして
この世のもののなつかしきころ

与謝野晶子



折々のことば
１１７６

～１１８０

ムッシューイノクマ、きみの絵は
うますぎる

アンリ・マティス



折々のことば
１１８１

～１１８５
〈経済〉と〈成長〉ということばを一緒
に使うことが、誤解を招いているの
かもしれません。

浜矩子



折々のことば
１１８６

～１１９０
パッと言えてしまうようなことはたい
したことないんです。

大澤真幸



折々のことば
１１９１

～１１９５
現代人が失いかけているのは「話
しあい」などではなくて、むしろ「黙り
あい」だ

寺山修司



折々のことば
１１９６
～１２００

大事なのは作業の半歩先。

加世井眞次



折々のことば
１２０1
～１２０５

師匠というものはまちがいのない基
本を正しく教えれば、いい師匠だ。

高橋竹山



折々のことば
１２０６
～１２１０

何を論じたかは忘れたが、熱心に
論じ合った。

和辻哲郎



折々のことば
１２１１
～１２１５

寂しくなった時、うまいもん食べたい
と思うんや。嬉しい時、おいしいも
ん食べよと思うんや。だから、人は
食べるために生きるんや

田村隆



折々のことば
１２１６
～１２２０

職能がつながっていなければ、私
たちの魚食はなかった。

濱田武士



折々のことば
１２２１
～１２２５

手のかからない子供というのは、子
供がそうしているんだ

道野正



折々のことば
１２２６
～１２３０

社会とはそもそも人が健全に傷つく
ための仕組みだ、と僕は考えます。

奥田知志



折々のことば
１２３１
～１２３５

私は、今とずっと後のことだけを考
えている。だから、明日の約束はで
きないが、百年後の約束ならできる

アマゾンの先住民



折々のことば
１２３６
～１２４０

暗黒や関東平野に火事一つ

金子兜太



折々のことば
１２４１
～１２４５

症状が対処法である、ということは、
体にまつわる現象においてはよくあ
ることです。

伊藤亜紗



折々のことば
１２４６
～１２５０

とことん時代に遅れ続けよな、言う
てんです。

一澤信三郎



折々のことば
１２５１
～１２５５

遇うて空しく過ぐる勿れ

九鬼周造



折々のことば
１２５６
～１２６０

「スポーツくらい好きにさせてよ」と
いう流れがもっとあっていい。

為末大



折々のことば
１２６１
～１２６５

信頼されるということは、あいまいさ
をなくすことだということにつきるよ
うです。

高峰秀子



折々のことば
１２６６
～１２７０

There is no pleasure in the work

川久保玲



折々のことば
１２７１
～１２７５

俗論は頑論よりも害あり。

中江兆民



折々のことば
１２７６
～１２８０

欠点を直すことに一生懸命になら
ない

羽生善治



折々のことば
１２８１
～１２８５

大阪は音楽の町なんですね。だっ
て、ドで始まり、ドで終わる。

東京のタクシードライバー



折々のことば
１２８６
～１２９０

生きものは、いなくなってから存在
感を増す。

那須圭子



折々のことば
１２９１
～１２９５

盗むならその人の考え方を盗め

佐藤康宏



折々のことば
１２９６
～１３００

人はほとんど自分に関するかぎり、
その真の動機を知っていない。

色川大吉





折々のことば
１３０１
～１３０５

「明るすぎる光が隠れていた病気を
引き出してしまうこともあるんですっ
て。」

多和田葉子



折々のことば
１３０６
～１３１０

生にはなんの意味もないという事
実は、生きる理由の一つになる。

シオラン



折々のことば
１３１１
～１３１５

人生から何をわれわれはまだ期待
できるかが問題なのではなくて、む
しろ人生が何をわれわれから期待
しているかが問題なのである。

ヴィクトール・E・フランクル



折々のことば
１３１６

～１３２０

夏の日をくり返すことができる者は
夏よりも偉大だ

エミリー・ディキンスン



折々のことば
１３２１

～１３２５
料理は愛情でもなければまごころ
でもない。料理は知識であり、技術
なのだ。

玉村豊男



折々のことば
１３２６

～１３３０

罰（ばち）あたらへんえ

関西の言い回し



折々のことば
１３３１

～１３３５
大事なのは、自分自身が生きるた
めに必要なエネルギーの量を知る
ことだ。

テンダー



折々のことば
１３３６

～１３４０

私の友だちは、たしかに私の友だ
ちだった。

石井桃子


